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東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
糸
東
会
選
手
清
水
希
容
さ
ん
が
、

女
子
形
の
競
技
で
み
ご
と
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
私
た
ち
糸
東
会
を
中
心
と
し
た
世
界
糸
東
流
空
手
道
連
盟
（
Ｗ

Ｓ
Ｋ
Ｆ
）
に
所
属
す
る
４
選
手
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ
リ
ス
ト
と
な
り

ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

糸
東
会
の
実
力
を
改
め
て
世
界
に
示
し
て
く
れ
た
各
国
の
選
手
の
皆
様
、

指
導
者
の
皆
様
、
関
係
各
位
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

清水希容選手清水希容選手
女子形【銀メダル】女子形【銀メダル】

ソフィア・ベルルツェワ選手（カザフスタン）ソフィア・ベルルツェワ選手（カザフスタン）
女子組手61kg超級【銅メダル】女子組手61kg超級【銅メダル】

ダルハン・アサディロフ選手（カザフスタン）ダルハン・アサディロフ選手（カザフスタン）
男子組手67kg級【銅メダル】男子組手67kg級【銅メダル】

龔龔
ゴン リーゴン リー

莉莉選手（中国）選手（中国）
女子組手61kg超級【銅メダル】女子組手61kg超級【銅メダル】

尹尹
イン シャオイエンイン シャオイエン

笑 言笑 言 選手（中国）選手（中国）
女子組手61kg級【銀メダル】女子組手61kg級【銀メダル】
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日
時
：
令
和
３
年
６
月
13
日
（
日
）

場
所
：
東
大
阪
ア
リ
ー
ナ

講
師
：�

坂
本　

清

委
員
：
坂
本
龍
也
／
南　

聡
朗

　

開
講
式
で
は
、
坂
本
清
講
師
よ
り
「
昨
年

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
座
が
全
て
中
止
。
そ
し

て
今
年
の
第
１
回
も
中
止
と
な
り
ま
し
た
の

で
、
本
当
に
久
し
ぶ
り
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講

座
と
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
ご
出

席
を
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
の
熱
意
に
対

し
、
皆
様
の
力
に
な
れ
る
よ
う
講
習
会
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
本
年
実
施
さ
れ
る
各
地
域

で
の
審
査
会
、
師
範
等
資
格
取
得
試
験
、
高

段
位
、
称
号
審
査
合
格
に
向
け
て
本
日
実
り

の
あ
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
座
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
」と
言
葉
を
い
た
だ
き
、レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
講
習
会
が
ス
タ
ー
ト
。

　

午
前
中
は
、「
段
位
取
得
」「
準
師
範
・
師

範
取
得
」「
助
教
取
得
」
の
３
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
行
っ
た
。

　
「
段
位
取
得
」
の
グ
ル
ー
プ
は
、
形
稽
古

を
行
い
、
糸
東
流
の
基
本
、
理
念
、
形
そ
れ

ぞ
れ
の
間
合
い
等
、
基
本
を
一
つ
一
つ
忠
実

に
再
確
認
し
た
。

　
「
資
格
取
得
」
の
２
グ
ル
ー
プ
は
、
指
導

方
法
、
立
ち
位
置
、
発
声
、
教
本
通
り
の
指

導
及
び
分
解
を
学
ん
だ
。
ま
た
写
真
で
は
、

見
え
な
い
運
足
、
転
身
な
ど
分
解
を
交
え
な

が
ら
、
よ
り
深
く
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
た
。

　

昼
食
を
早
く
切
り
上
げ
、
初
め
て
の
試
み

で
あ
る
、
座
学
を
坂
本
講
師
に
行
っ
て
い
た

だ
い
た
。
内
容
は
、
こ
れ
ま
で
坂
本
講
師
が

長
く
学
ん
で
き
た
体
験
を
中
心
に
し
た
講
義

で
あ
っ
た
。

　

試
験
を
受
け
て
き
た
受
験
者
と
し
て
の
気

持
ち
。
そ
し
て
、
審
査
員
と
な
っ
て
か
ら
の

受
験
者
に
対
す
る
審
査
の
見
方
の
違
い
。
両

方
を
体
験
下
か
ら
こ
そ
皆
さ
ん
に
伝
え
ら
れ

る
も
の
が
あ
る
、
と
審
査
受
験
者
と
し
て
の

心
構
え
、
気
持
ち
の
持
ち
よ
う
な
ど
、
丁
寧

な
講
義
を
さ
れ
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
坂
本
講
師
に
よ
る
、
模
擬

資
格
試
験
が
行
わ
れ
た
。
緊
張
の
せ
い
か
、

午
前
中
に
学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
、
真
っ
白
に

な
っ
て
い
る
受
講
生
も
い
た
。

　
「
今
、
緊
張
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
ね
。

第
３
回
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
座

参加者全員の集合写真。

こ
こ
で
、
緊
張
を
ほ
ぐ
し
、
落
ち
着
い
て
答

え
ら
れ
れ
ば
、
本
番
で
は
緊
張
し
な
く
て
済

み
ま
す
か
ら
ね
」
と
、
笑
い
を
ま
じ
え
、
一

つ
一
つ
丁
寧
な
指
導
を
い
た
だ
き
、
自
信
を

つ
け
て
い
た
だ
い
た
。

　

そ
の
後
、
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
模
擬

試
験
の
復
習
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

閉
講
式
で
は
、
坂
本
講
師
よ
り
「
糸
東
会

で
は
教
本
が
出
て
お
り
、
全
て
教
本
を
基

に
指
導
を
し
て
お
り
ま
す
。
各
試
験
ま
で
に

し
っ
か
り
と
修
練
を
重
ね
て
い
た
だ
き
、
自

信
を
持
っ
て
臨
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
の
励
ま

し
を
い
た
だ
い
た
。

　

続
け
て
、「
本
日
受
講
さ
れ
た
皆
様
に
は
、

指
導
が
き
つ
く
感
じ
た
方
も
い
る
と
思
い

ま
す
が
会
の
発
展
、
個
々
の
充
実
と
思
い
ご

容
赦
く
だ
さ
い
」
と
締
め
く
く
っ
て
い
た
だ

き
、
第
３
回
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
座
が
終
了

し
た
。

　

当
日
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
考
慮
し
、

広
い
会
場
に
し
っ
か
り
と
空
調
を
効
か
せ
て

て
の
講
座
だ
っ
た
が
、
額
に
汗
し
道
衣
に
汗

を
一
杯
吸
わ
せ
、
充
実
し
た
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

講
座
と
な
っ
た
。

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め
結
局
一
度
も
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
座
が
実
施
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
本
年
も
予
定
し
て
い
た
第
１
回
、
第
２
回
、
第
６
回
は
同
じ
く
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
本
年
は
す
で
に
４
回
開
催
が
で
き
ま
し
た
。
感
染
予
防
対
策
を
し
っ
か
り
と
守
れ
ば
、
開

催
が
可
能
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
、
実
施
に
踏
み
切
り
、
安
全
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

坂本講師の座学講義で大いに気持ちを高められた。
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日
時
：
令
和
３
年
６
月
20
日
（
日
）

場
所
：
糸
東
会
本
部
道
場（
埼
玉
県
朝
霞
市
）

講
師
：
野
澤
幸
洋
／
大
出
敏
夫　

委
員
：�

檜
山
房
一
／
大
木
利
夫
／
南　

聡
朗

　

受
講
生
11
名
に
よ
る
参
加
で
、
９
時
30
分

よ
り
開
講
式
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　

開
講
式
の
ご
挨
拶
を
野
澤
幸
洋
講
師
か
ら

い
た
だ
い
た
。「
今
日
は
皆
さ
ん
の
普
段
注

意
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
を
修
正
す
る
こ

と
、
糸
東
会
の
基
本
に
則
っ
て
伝
承
し
て
行

く
講
習
会
で
す
。
と
に
か
く
恥
を
か
き
、
汗

を
流
す
場
所
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
の
激
励

の
言
葉
に
参
加
者
一
同
緊
張
を
ほ
ぐ
し
て
い

た
だ
き
、
や
る
気
を
高
め
て
い
た
だ
い
た
。

　

午
前
中
の
資
格
取
得
は
野
澤
講
師
が
担
当

し
、
高
段
位
を
大
出
講
師
が
受
け
持
っ
た
。

　

形
の
指
導
は
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
技
と
個

人
の
癖
を
な
く
す
こ
と
に
は
じ
ま
り
、
最
後

に
質
疑
応
答
を
行
い
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

い
た
。

　
「
高
段
位
で
は
な
ぜ
こ
う
な
の
か
、
ど
こ

を
使
っ
て
受
け
る
か
、
使
い
方
す
べ
て
に
お

い
て
答
え
を
出
さ
な
く
て
は
い
け
な
い
。
分

解
の
技
の
答
え
は
一
つ
だ
け
で
は
な
い
、
実

際
に
や
っ
て
み
て
出
来
る
か
？　

い
く
ら
良

い
技
で
も
形
だ
け
で
は
駄
目
。
力
と
ス
ピ
ー

ド
だ
け
で
も
だ
め
。
指
導
を
受
け
た
ら
少
し

で
も
良
い
方
向
に
変
化
さ
せ
る
こ
と
！
」
こ

う
し
た
大
出
講
師
の
熱
い
言
葉
を
全
身
で
受

け
止
め
た
。

　

午
後
は
高
段
位
を
野
澤
講
師
が
、
資
格
取

得
に
大
出
講
師
が
当
た
っ
た
。

　

野
澤
講
師
の
補
助
と
し
て
南
委
員
が
号
令

を
発
し
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
三
戦
、
転
掌
の

指
導
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
ヒ
ジ
の
締
め
、
サ

ン
チ
ン
立
ち
の
締
め
方
の
大
切
さ
、指
定
形
、

自
由
形
、
技
の
再
確
認
を
し
っ
か
り
行
う
こ

と
が
で
き
た
。

　

野
澤
講
師
は
、「
資
格
取
得
で
指
導
さ
れ

る
こ
と
は
、
ま
だ
ま
だ
変
わ
れ
る
こ
と
な
の

だ
！　

短
い
時
間
で
は
す
べ
て
を
教
え
る
こ

と
に
は
限
り
が
あ
る
が
、
糸
東
会
の
基
本
に

則
っ
て
、
自
分
で
や
っ
て
見
せ
て
指
導
で
き

る
様
に
！
」
と
伝
え
、
参
加
者
は
教
え
方
の

基
本
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

講
評
を
大
出
敏
夫
先
生
よ
り
頂
き
、「
試

験
ま
で
は
時
間
が
あ
り
ま
す
。
今
日
の
反
省

点
、注
意
指
導
さ
れ
た
こ
と
を
忘
れ
ぬ
よ
う
、

稽
古
に
頑
張
る
よ
う
に
」
と
言
葉
を
い
た
だ

き
、
午
後
３
時
30
分
に
終
了
し
た
。

第
４
回
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
座

大出講師による指導の様子。 参加者全員の集合写真。

野澤講師による指導の様子。
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日
時
：
令
和
３
年
７
月
11
日
（
日
）

場
所
：
鹿
児
島
県
隼
人　

さ
ん
・
あ
も
り

講
師
：�

坂
本　

清

委
員
：���

小
野
和
宏
／
南　

聡
朗

　

講
座
前
日
は
豪
雨
で
あ
っ
た
が
。
一
転
し

て
当
日
は
快
晴
と
な
っ
た
。
前
日
の
雨
量
の

影
響
を
心
配
し
、
受
講
者
は
早
く
か
ら
集
ま

り
、意
欲
的
に
開
講
を
待
つ
こ
と
と
な
っ
た
。

　

そ
し
て
、
講
師
２
名
、
委
員
１
名
、
受
講

生
19
名
の
参
加
で
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
座
が
実

施
さ
れ
た
。
開
講
式
で
は
、
糸
東
会
副
会
長

青
木
壽
男
先
生
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
た
。

　

ま
た
、
坂
本
清
講
師
か
ら
は
、「
昨
日
の

豪
雨
の
影
響
に
よ
り
、
皆
様
の
出
席
が
危
ぶ

ま
れ
る
の
で
は
と
心
配
し
ま
し
た
が
、
申
込

者
全
員
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
コ

ロ
ナ
禍
の
中
、
出
席
を
し
て
い
た
だ
い
た
皆

様
の
熱
意
を
受
け
止
め
、
皆
様
の
力
に
な
れ

る
よ
う
講
習
会
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
本
年

実
施
さ
れ
る
各
地
域
で
の
審
査
会
、
師
範
等

資
格
取
得
試
験
、
高
段
位
、
称
号
審
査
合
格

を
目
指
し
、
実
り
の
あ
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講

座
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
の
言
葉
を
い
た
だ
き

講
習
会
が
始
ま
っ
た
。

　

午
前
中
は
、「
高
段
位
取
得
」「
準
師
範
・

師
範
取
得
・
４
段
５
段
位
取
得
」「
助
教
取
得
・

初
段
２
段
３
段
位
取
得
」
の
３
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
実
施
し
た
。

　

高
段
位
取
得
グ
ル
ー
プ
は
、
形
を
行
い
、

糸
東
流
の
基
本
、
理
念
、
形
そ
れ
ぞ
れ
の
間

合
い
等
、
基
本
を
忠
実
に
行
い
、
再
確
認
を

含
め
五
十
四
歩
、
ス
ー
パ
ー
リ
ン
ペ
イ
を
中

心
に
指
導
が
行
わ
れ
た
。

　

他
の
２
グ
ル
ー
プ
の
、
資
格
取
得
受
審
者

は
、
指
導
方
法
、
立
ち
位
置
、
発
声
、
教
本

通
り
の
指
導
及
び
分
解
、
写
真
で
は
見
え
な

い
運
足
、
転
身
な
ど
分
解
を
交
え
な
が
ら
、

よ
り
深
く
理
解
し
よ
う
と
指
導
さ
れ
た
。
初

段
よ
り
五
段
受
審
者
は
、
基
本
形
の
三
戦
、

転
掌
、
内
歩
進
初
段
、
指
定
形
の
分
解
を
交

え
て
指
導
さ
れ
た
。

　

第
３
回
（
関
西
会
場
）
の
講
座
で
大
変
好

評
で
あ
っ
た
坂
本
講
師
の
座
学
を
受
け
る
た

め
、
時
間
を
惜
し
ん
で
昼
食
を
早
く
切
り
上

げ
、
行
っ
て
い
た
だ
い
た
。

　

こ
の
座
学
で
は
、
坂
本
講
師
が
今
ま
で
試

験
を
受
け
て
き
た
受
験
者
と
し
て
の
気
持

ち
、
審
査
員
と
な
っ
て
か
ら
の
受
験
者
に
対

す
る
視
点
、
今
だ
か
ら
こ
そ
伝
え
ら
れ
る
も

の
が
あ
り
ま
す
、
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。

受
講
者
に
と
っ
て
は
目
か
ら
鱗
が
落
ち
る
よ

う
な
内
容
で
、
審
査
受
験
者
と
し
て
の
心
構

え
、
気
持
ち
の
持
ち
様
な
ど
、
大
い
に
勉
強

に
な
っ
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
坂
本
講
師
に
よ
る
、
模
擬

資
格
試
験
が
行
わ
れ
た
。
模
擬
と
は
い
え
、

緊
張
す
る
受
講
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
が
、

坂
本
講
師
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
、
試
験
に
臨
む

気
持
ち
の
作
り
方
の
コ
ツ
が
理
解
で
き
た
。

そ
の
後
、
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
模
擬
試

第
５
回
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
座

座学講義の様子。

験
の
復
習
を
行
っ
た
。

　

閉
講
式
で
は
、
坂
本
講
師
、
小
野
講
師
よ

り
「
皆
様
、
各
試
験
ま
で
に
修
練
を
重
ね
て

頂
き
た
い
。
本
日
の
練
習
で
皆
様
の
技
術
が

格
段
に
上
が
る
わ
け
で
も
、
試
験
に
合
格
す

る
も
の
で
も
な
い
。
本
日
の
練
習
を
参
考
に

し
て
日
々
皆
様
の
修
錬
の
積
み
重
ね
に
期
待

し
ま
す
。
ま
た
、
糸
東
会
は
教
本
が
充
実
し

て
お
り
、
全
て
の
指
導
は
教
本
を
基
に
行
っ

て
お
り
ま
す
。
本
日
、
受
講
さ
れ
た
皆
様
に

は
、
指
導
が
き
つ
く
感
じ
た
方
も
お
る
と
思

い
ま
す
が
会
の
発
展
、
個
々
の
充
実
と
思
い

ご
容
赦
く
だ
さ
い
」
と
締
め
く
く
っ
て
い
た

だ
き
、
第
５
回
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
は
、
大
変

意
義
あ
る
も
の
と
し
て
終
了
し
た
。

坂本講師の指導の様子。 参加者全員の集合写真。
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日
時
：
令
和
３
年
８
月
22
日
（
日
）

場
所
：
茨
木
市
南
市
民
体
育
館
（
大
阪
府
）

講
師
：���

山
岡
硯
太
郎
／
坂
本　

清

委
員
：
宮　

正
嗣
／
坂
本
龍
也
／
南　

聡
朗

　

講
師
２
名
、
委
員
３
名
、
受
講
生
25
名
の

参
加
で
実
施
さ
れ
た
。

　

開
講
式
で
は
、
山
岡
硯
太
郎
講
師
、
坂
本

清
講
師
よ
り
「
本
年
度
関
西
で
の
最
後
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
講
座
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

す
が
、
出
席
を
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
の
熱

意
に
対
し
、
皆
様
の
力
に
な
れ
る
よ
う
講
習

会
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
本
年
実
施
さ
れ
る

各
地
域
で
の
審
査
会
、
師
範
等
資
格
取
得
試

験
、
高
段
位
、
称
号
審
査
合
格
に
向
け
て
本

日
実
り
の
あ
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
座
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
言
葉
を
い
た
だ
き
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
講
習
会
が
始
ま
っ
た
。

　

午
前
中
は
、
段
位
取
得
制
度
の
改
定
に
伴

い
三
戦
、
転
掌
、
内
歩
進
初
段
、
五
十
四
歩
、

ス
ー
パ
ー
リ
ン
ペ
イ
の
講
習
を
２
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
行
っ
た
。

　

三
戦
、
転
掌
、
内
歩
進
初
段
に
お
い
て
は
、

糸
東
流
の
基
本
、
理
念
を
再
度
確
認
し
な
が

ら
、
呼
吸
、
手
さ
ば
き
、
足
さ
ば
き
等
の
指

導
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
五
十
四
歩
、
ス
ー

パ
ー
リ
ン
ペ
イ
に
お
い
て
は
、
形
そ
れ
ぞ
れ

の
演
武
の
間
合
い
、
基
本
に
忠
実
に
、
か
つ

要
点
を
含
め
指
導
さ
れ
た
。

　

午
後
か
ら
は
、「
高
段
位
取
得
」「
助
教
・

準
師
範
・
師
範
取
得
」「
初
段
～
５
段
受
験
者
」

の
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
実
技

を
学
ん
だ
。

　

高
段
位
取
得
グ
ル
ー
プ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
受

験
の
形
を
行
い
、
高
段
位
と
し
て
の
注
意
点

な
ど
細
部
に
わ
た
っ
て
指
導
さ
れ
た
。

　

助
教
、
準
師
範
、
師
範
取
得
グ
ル
ー
プ
は
、

受
験
者
に
模
擬
資
格
試
験
を
行
い
、
指
導
方

法
、
立
ち
位
置
、
発
声
、
教
本
通
り
の
指
導

及
び
分
解
、ま
た
写
真
で
は
見
え
な
い
運
足
、

転
身
な
ど
分
解
を
交
え
な
が
ら
、
よ
り
深
く

理
解
す
る
よ
う
指
導
さ
れ
た
。

　

初
段
～
５
段
受
験
者
グ
ル
ー
プ
は
、三
戦
、

転
掌
、
内
歩
進
初
段
再
度
確
認
を
含
め
全
員

で
演
武
を
行
い
、
バ
ッ
サ
イ
大
、
セ
イ
エ
ン

第
７
回
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
座

坂本講師の指導の様子。

チ
ン
、
松
村
ロ
ー
ハ
イ
、
二
十
八
歩
の
注
意

点
を
含
め
指
導
が
あ
っ
た
。

　

閉
講
式
に
お
い
て
、
講
師
よ
り
、「
糸
東

会
で
発
行
さ
れ
て
い
る
教
本
を
基
に
指
導
を

し
て
お
り
ま
す
。
各
試
験
ま
で
に
教
本
を
参

照
し
、
十
分
修
練
を
重
ね
て
く
だ
さ
い
」
と

ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
た
。

　

久
々
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
座
開
催
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
充
実
し
た
第
７
回
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
講
座
は
、
無
事
終
了
し
た
。

　

な
お
、
当
日
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
予
防
対
策
を
考
え
、
２
部
屋
（
会
場
）

に
分
か
れ
て
の
講
座
だ
っ
た
。



▼

中学校
３年

女子形／天安麻央
あまやす・まお

男子組手／松本尚大
まつもと・しょうた

女子組手／河野愛華
かわの・あいか

男子組手／黒田聖十
くろだ・せいじゅう

男子組手／加古翔大
かこ・しょうだい

男子組手／尾㟢正輝
おざき・まさき

女子組手／田中心和
たなか・ここわ

男子組手／土肥加門
どい・かもん

男子組手／山口結生
やまぐち・ゆいき

女子組手／加登由芽実
かと・ゆめみ

▼

小学校
5年

▼

小学校
６年

▼

中学校
１年

▼

中学校
２年

男子組手／美木青
みき・じょう

男子組手／落合創士
おちあい・そうし

女子形／松下想奈
まつした・そな

男子形／橋本幸空
はしもと・さく

女子形／上條瑳沙
かみじょう・さあしゃ

男子形／宮㟢勝太
みやざき・しょうた

男子組手／小野海夏人
おの・みなと

女子形／矢野杏純
やの・あずみ

女子組手／髙橋希々可
たかはし・ののか

女子形／柳瀬恵衣
やなせ・けい

男子形／田中恵祐
たなか・けいすけ

男子形／桑波田世那
くわはた・せな

女男子組手／舩井亮侍
ふない・りょうじ

男子組手／崎中舜矢
さきなか・しゅんや

女子形・組手／横矢優月
よこや・ゆづき

女子形／松下奈央
まつした・なお

女子組手／平山倖愛
ひらやま・こあ

男子組手／坂口大虎
さかぐち・たいが

男子形／清水陸玖
しみず・りく

男子組手／荒木太陽
あらき・たいよう

男子形／藤本望夢
ふじもと・のぞむ

男子組手／堀内寿眞
ほりうち・かずま

女子形／笹尾成星
ささお・なる

女子組手／木戸藍子
きど・あいこ

男子組手／植松陸央
うえまつ・りお

女子組手／森本千貴
もりもと・ゆき

男子組手／清髙海里
きよたか・かいり

男子形／花光奏汰
はなみつ・そうた

男子組手／河辺和冴
かわべ・かずさ

女子形／桶谷由加里
おけたに・ゆかり

男子形／堺充希
さかい・みつき

女子組手／永井杏
ながい・あん

男子組手／廣瀨煌斗
ひろせ・きらと

男子組手／福島樹稀
ふくしま・じゅき

男子形／硎孝成
とぎ・こうせい

２
０
２
１
年

糸
東
会
西
日
本
ジ
ュ
ニ
ア

強
化
選
手
紹
介
！

西日本



▼

高校
３年

男子形／伊藤慎一郎
いとう・しんいちろう

男子組手／福島夏樹
ふくしま・なじゅ

女子形／砂田妃縁
すなだ・ひより

女子組手／勝原里桜
かつはら・りお

男子組手／尾㟢智輝
おざき・ともき

女子組手／黒田愛乃
くろだ・よしの

男子組手／廣瀬心星
ひろせ・しんせい

女子組手／清髙まりん
きよたか・まりん

男子形／中島汰尊
なかじま・たいそん

男子組手／武田陸生
たけだ・りくお

女子組手／門川幸羽
かどかわ・ゆきは

男子組手／村上怜央
むらかみ・れお

女子形／清水彩瑚
しみず・あこ

男子組手／池田心寛
いけだ・こころ

女子形／上條瑳良
かみじょう・さら

女子組手／梅崎七瑠
うめざき・なる

男子形／生駒明日紀
いこま・あすき

男子組手／原田豪士
はらだ・ごうし

女子組手／馬場瑠凜
ばば・りゅり

男子組手／芝田宝聖
しばた・ほうせい

男子組手／中川愛翔
なかがわ・まなと

女子形・組手／黒田夢乃
くろだ・ゆめの

男子形／北村空大
きたむら・そらた

男子組手／近藤澄空
こんどう・そら

女子組手／清水藍
しみず・らん

男子形／堺優空
さかい・ゆうあ

男子組手／橋本幹太
はしもと・かんた

男子組手／近藤世渚
こんどう・せな

男子組手／鈴木颯太
すずき・そうた

女子形／中谷光
なかたに・ひかり

男子形／新形駿介
にいがた・しゅんすけ

男子組手／五味蓮
ごみ・れん

女子形／仲石千春
なかいし・ちはる

男子形／笹尾拍
ささお・はく

男子組手／藤田煌
ふじた・こう

男子組手／笠谷純行
かさたに・あつゆき

男子形／平田海翔
ひらた・かいと

▼

高校
1年

▼

高校
２年

西日本



２
０
２
１
年　

糸
東
会
北
海
道
ジ
ュ
ニ
ア
強
化
選
手
紹
介
！

男子組手／岸田悠秀
きしだ・ゆうと

女子組手／花田 蘭
はなだ・らん

女子形・組手／澤田光紗
さわだ・こうさ

　男子組手／池上 純
いけがみ・じゅん

男子組手／池上 豪
いけがみ・ごう

男子組手／北山颯人
きたやま・はやと

女子形／千田紗季里
ちだ・さぎり

女子形／長谷川 凛々
 はせがわ・りり

男子形・組手／斉藤圭吾
さいとう・けいご

男子形／渡部 直衛
わたなべ・なおえい

男子形／折川仁一朗
おりかわ・じんいちろう

女子形・組手／嵯峨佳依
さが・かえ

男子組手／町田悠真
まちだ・ゆうま

女子形／高橋 渚
たかはし・なぎさ

男子組手／下山 朔
しもやま・さく

男子組手／上谷 海虎
うえたに・みとら

女子形・組手／渡邊穂乃香
わたなべ・ほのか

女子形／中川春乃
なかがわ・はるの

男子形／石崎 虎太郎
いしざき・こたろう

女子組手／上谷海優
うえたに・みひろ

男子形・組手／葛西 修真
かさい・しゅうま

男子形／柿崎響己
かきざき・ひびき

▼

小学校
5年

▼

小学校
６年

▼

中学校
１年

▼

中学校
２年

▼

中学校
３年

▼

高校
１年

▼

高校
２年

北海道
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清水希容選手　糸東会本部に五輪銀メダル獲得を報告

令
和
２
年
度
の
活
躍
に
対
し
、
糸
東
会
よ
り

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
本
来
で
す
と
、
全

国
大
会
式
典
に
お
い
て
披
露
を
予
定
し
て
い

ま
し
た
が
、
大
会
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

さ
さ
や
か
で
す
が
、
記
念
品
を
贈
呈
し
表
彰

い
た
し
ま
す
。
今
後
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍

を
祈
念
し
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
全
日
本
空
手
道
連
盟
糸
東
会

会
長　

岩
田
源
三

■
中な

か
む
ら村
秀ひ

で
き樹

　

前
三
重
県
糸
東
会
会
長

■
井い

ど戸
康や

す
よ
し善

　

令
和
２
年
度
文
部
科
学
大
臣

　

優
秀
教
職
員
表
彰
受
賞

　
　
　
　
　

■
安あ

べ部
健け

ん
い
ち一

　

前
糸
東
会
税
理
士

■���

世せ

こ

ひ

ま

り

古
陽
茉
里
（
兵
庫
県
五
誓
会　

甲
武
支
部
）

　

第
40
回
全
国
高
等
学
校
空
手
道
選
抜
大
会　

　

女
子
団
体
組
手
【
優
勝
】

■�

東と
う
じ
ょ
う
あ
い
り

條
愛
莉
（
兵
庫
県　

耀
心
館
本
部
）　

　

第
40
回
全
国
高
等
学
校
空
手
道
選
抜
大
会　

　

女
子
団
体
形
【
優
勝
】

■
矢や

の

あ

ず

み

野
杏
純　
（
大
阪
府　

大
西
会
）

　

彩
の
国
杯
第
15
回
全
国
中
学
生
空
手
道
選
抜
大

　

会　

中
学
２
年
生　

女
子
形
【
優
勝
】

■
中な

か
じ
ま
た
い
そ
ん

島
汰
尊　
（
大
阪
府　

養
秀
館
本
部
）

　

彩
の
国
杯
第
15
回
全
国
中
学
生
空
手
道
選
抜
大

　

会　

中
学
２
年
生　

男
子
形
【
優
勝
】

■
廣ひ

ろ
せ
し
ん
せ
い

瀬
心
星
（
兵
庫
県　

五
誓
会
東
灘
支
部
）

　

第
40
回
全
国
高
等
学
校
空
手
道
選
抜
大
会

　

男
子
個
人
組
手
競
技
-76
ｋｇ
級　
【
準
優
勝
】

■
北き

た
ぐ
ち口
歌か

お桜　
（
埼
玉
県　

大
宮
誠
道
館
）

　

第
40
回
全
国
高
等
学
校
空
手
道
選
抜
大
会

　

�

女
子
形
【
第
３
位
】　
（
Ｊ
Ｋ
Ｆ
強
化
選
手
合

格
）

■
黒く

ろ
だ
よ
し
の

田
愛
乃　
（
兵
庫
県　

拳
心
館
本
部
）

　

第
40
回
全
国
高
等
学
校
空
手
道
選
抜
大
会　

　
　

女
子
個
人
組
手
-53
ｋｇ
級
【
第
３
位
】

■
藤ふ
じ
し
も
ん

志
門　
（
大
阪
府　

大
西
会
）

　

�

彩
の
国
杯
第
15
回
全
国
中
学
生
空
手
道
選
抜

大
会　

中
学
２
年
生　

男
子
形
【
準
優
勝
】

■
高た

か
は
し橋
希の

の
か乃
可
（
大
阪
府　

拳
忍
会
高
槻
道
場
）

　

�

彩
の
国
杯
第
15
回
全
国
中
学
生
空
手
道
選
抜

大
会　

中
学
１
年
生　

女
子
組
手
【
準
優
勝
】

■�

梅う
め
ざ
き崎

七な

る瑠
（
奈
良
県　

大
和
郡
山
支
部
誠
真

館
小
西
道
場
）　

　

�

彩
の
国
杯
第
15
回
全
国
中
学
生
空
手
道
選
抜

大
会　

中
学
２
年　

女
子
組
手
【
第
３
位
】

■
樋ひ

ぐ
ち
あ
か
り

口
侑
香
（
神
奈
川
県　

町
田
支
部
山
水
塾
）

　

�

彩
の
国
杯
第
15
回
全
国
中
学
生
空
手
道
選
抜

大
会　

中
学
２
年
生　

女
子
形
【
第
３
位
】

■��

稲い
な
だ
な
お

田
直　
（
北
海
道　

札
幌
支
部
ユ
ヤ
ー
ズ

空
手
ス
ク
ー
ル
）

　

�

彩
の
国
杯
第
15
回
全
国
中
学
生
空
手
道
選
抜

大
会　

中
学
２
年
生　

女
子
組
手
【
第
３
位
】

功
労
賞
（
２
名
）

感
謝
状
（
１
名
）

栄
誉
選
手
賞
（
４
名
）

年
間
優
秀
選
手
賞
（
８
名
）

一般社団法人 全日本空手道連盟糸東会　糸東会表彰者一覧
令和２年４月１日～令和３年３月 31 日

令和３年 10 月 12 日
糸東会本部（埼玉県朝霞市）

10 月 12 日、埼玉県朝霞市にある糸東会本部を清水希
容選手が訪れ、8 月に開催された東京オリンピックに
おいて銀メダルを獲得したことを報告した。糸東会本
部は、清水選手の功績を讃え、特別功労賞並びに報奨
金を手渡した。その後、清水選手を囲んで試合当日の
心境、メダル獲得の喜びの様子などを尋ねるなど歓談
をした。前列左より、橋本岩樹副会長・摩文仁賢雄宗家・清水希容選手・岩田源三会長・北原三造理事長。

後列左より、出雲照夫事務局長・亀谷誠康 WSKF副本部長。

報奨金を手渡す摩文仁賢雄宗家。 特別功労賞を手渡す岩田源三会長。



７
月
17
日
か
ら
８
月
１
日
の
期
間
、
茨
城
県
結

城
市
に
お
い
て
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国
空
手

チ
ー
ム
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
事
前
キ
ャ
ン
プ
を
行

な
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

出
場
選
手
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
が
相
次
い
で
辞

退
す
る
中
、
茨
城
県
結
城
市
は
計
画
通
り
カ

ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国
空
手
チ
ー
ム
を
受
け
入

れ
、
同
チ
ー
ム
は
半
月
と
い
う
長
期
に
亘
り

茨城県結城市で、カザフスタン空手チーム
オリンピック事前キャンプ実施

野澤先生（背広姿左）、福島先生（同右）が激励に。

結城市で素晴らしい練習環境を得ることができた選手の皆さん。

福島良一副会長（左から２人目）が、小林栄結城市市長（中央）に
糸東会からの感謝状並びに名誉三段位の允許証を贈呈した。

キ
ャ
ン
プ
を
張
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

７
月
31
日
に
は
、
こ
れ
ま
で
長
く
カ
ザ
フ

ス
タ
ン
に
指
導
を
し
て
き
た
野
澤
幸
洋
先
生

と
福
島
良
一
先
生
が
同
チ
ー
ム
の
激
励
に
訪

れ
た
。

　
ま
た
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了
後
、
福
島
良

一
先
生
が
糸
東
会
を
代
表
し
結
城
市
役
所
を

訪
れ
、
小
林
栄
市
長
に
糸
東
会
か
ら
の
感
謝

状
と
名
誉
三
段
位
の
允
許
証
を
贈
呈
し
た
。



日
時
：
令
和
３
年
９
月
11
日
12
日（
土
・
日
）

場
所
：
糸
東
会
本
部
道
場（
埼
玉
県
朝
霞
市
）

講
師
：�

岩
田
源
三
／
野
澤
幸
洋
／
有
田
豊

　

開
会
式
が
お
こ
な
わ
れ
、
始
め
に
宗
家
摩

文
仁
賢
雄
先
生
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き

「
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
皆
様
も
稽
古
も
ま

ま
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
今
日
こ
こ
に

集
ま
る
こ
と
が
で
き
開
催
さ
れ
た
こ
と
を
嬉

し
く
思
い
ま
す
」
と
の
お
言
葉
を
頂
い
た
。

　

そ
の
後
、
講
師
を
代
表
し
て
岩
田
源
三
講

師
よ
り
ご
挨
拶
を
頂
き
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
は
空
手
道
競
技
初
の
日
本
代
表
糸
東
会

の
仲
間
で
あ
る
、
清
水
希
容
選
手
が
銀
メ
ダ

ル
を
取
っ
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
勝

負
を
超
え
た
空
手
へ
の
想
い
が
伝
わ
り
感
動

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
糸
東
会
の
大
き
な

励
み
に
な
る
と
思
い
ま
す
」
と
の
お
言
葉
を

い
た
だ
い
た
。

　

土
曜
日
午
前
は
10
名
、
午
後
12
名
。
日
曜

日
午
前
は
11
名
、
午
後
11
名
に
よ
り
実
施
さ

れ
た
。

　

講
習
会
は
、
有
田
先
生
に
よ
る
法
形
組
手

の
指
導
か
ら
始
ま
っ
た
。

　

こ
れ
は
、
形
を
覚
え
、
運
足
・
転
身
・
体

捌
き
・
間
合
呼
吸
法
を
会
得
す
る
こ
と
を
目

標
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
岩
田
源
三
講
師
か
ら
ワ
ン

シ
ュ
ー
が
指
導
さ
れ
た
。

　

ワ
ン
シ
ュ
ー
は
、
短
い
形
で
は
あ
る
が
、

令
和
３
年
度

師
範
講
習
会

猫
足
立
ち
の
安
定
を
考
え
な
が
ら
覚
え
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
指
導
さ
れ
た
。
そ

の
後
、分
解
組
手
の
指
導
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　

最
後
は
、
ア
ー
ナ
ン
コ
ウ
を
野
澤
幸
洋
講

師
が
指
導
し
た
。

　

野
澤
講
師
か
ら
は
、「
形
を
覚
え
た
と
言

う
程
度
で
は
だ
め
、
完
全
に
自
分
の
も
の
に

な
る
ま
で
十
分
に
反
復
練
習
し
て
ほ
し
い
」

と
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
。

　

２
日
間
に
わ
た
る
講
習
会
で
、
野
澤
幸
洋

講
師
、
有
田
豊
講
師
に
講
評
を
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
た
。

　

今
回
は
コ
ロ
ナ
防
止
の
為
に
２
週
間
の
体

温
管
理
、検
温
マ
ッ
ト
消
毒
、フ
ェ
イ
ス
シ
ー

ル
ド
、
マ
ス
ク
着
用
で
実
施
し
た
。
誰
も
が

汗
だ
く
の
講
習
会
と
な
り
２
日
間
を
終
了
し

た
。

上から 11日午前、午後、12日午前、午後の参加者一同。
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開
祖
摩
文
仁
賢
和
顕
彰
会
で
は
、
開
祖
摩

文
仁
賢
和
先
生
の
ご
命
日
に
合
わ
せ
て
、
開

祖
と
摩
文
仁
賢
榮
先
生
お
二
人
の
お
墓
参
り

を
実
施
し
た
。

　

令
和
３
年
５
月
16
日
（
日
）　

小
雨
降
る

中
、
午
前
11
時
に
豊
中
市
服
部
霊
園
に
各
自

集
合
。
お
墓
参
り
を
し
、
墓
参
者
皆
で
糸
東

流
技
術
向
上
を
誓
っ
た
。

　

墓
参
者
は
次
の
通
り
。（
敬
称
略
）

山
岡
硯
太
郎
、
廣
畑
修
一
、
山
本
将
孝
、
稲

田
智
佳
子
、
前
埜
光
利
、
岡
田
英
輝
、
小
上

馬
宏
明
、
山
下
知
、
辻
範
修
、
南
聡
朗

糸
東
会

ト
ピ
ッ
ク
ス

会
費
納
入
の
お
願
い

令和 3 年度会費納入のお願い
納入締切は６月末です

●
年
会
費
を
３
年
分
一
括
前
納
す
る
場
合
は
、

合
計
金
額
の
10
％
割
引
と
な
り
ま
す
。

橋
本
岩
樹
氏
、
埼
玉
県
ス
ポ
ー
ツ

賞
「
功
労
賞
」
を
受
賞

糸
東
流
空
手
道
開
祖
摩
文
仁
賢
和

顕
彰
会

　

令
和
２
年
度
埼
玉
県
ス
ポ
ー
ツ
賞
「
功
労

賞
」
を
本
会
副
会
長
橋
本
岩
樹
氏
が
受
賞
し

た
。
埼
玉
県
の
空
手
道
の
振
興
に
多
大
な
功

績
が
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。

　

こ
の
賞
は
、
公
益
財
団
法
人
埼
玉
県
ス

ポ
ー
ツ
協
会
が
、
そ
の
年
ス
ポ
ー
ツ
で
顕
著

な
成
績
を
残
し
た
選
手
に
ス
ポ
ー
ツ
賞
を
授

与
し
て
お
り
、
同
時
に
永
年
に
亘
り
埼
玉
県

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
功
績
の
あ
っ
た
人
に

「
功
労
賞
」
を
授
与
し
て
い
る
。

　

例
年
受
賞
者
が
招
待
さ
れ
て
授
賞
式
が
行

わ
れ
て
お
り
、
こ
の
度
も
３
月
に
授
与
式
が

予
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、

空手道 糸東会季刊
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お
詫
び
と
訂
正

開祖摩文仁賢和顕彰会の皆様。

　

前
号
（
２
７
５
号
）
東
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
強

化
選
手
紹
介
の
中
で
五
十
嵐
梨
沙
選
手
、
岡

村
萌
愛
選
手
、北
口
歌
桜
選
手
を
誤
っ
て「
組

手
選
手
」
と
し
て
紹
介
し
ま
し
た
が
、
正
し

く
は
「
形
選
手
」
で
す
。
訂
正
し
、
深
く
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

や
む
な
く
中
止
と
な
っ
た
。

　

そ
の
た
め
、
５
月
16
日
、
埼
玉
県
立
武
道

館
で
開
催
さ
れ
た
「
第
53
回
埼
玉
県
空
手
道

選
手
権
大
会
・
マ
ス
タ
ー
ズ
の
部
」
の
開
会

式
で
、「
授
与
式
」
が
設
け
ら
れ
、
空
手
関

係
者
の
見
守
る
中
、
橋
本
氏
に
、
映
え
あ
る

埼
玉
県
ス
ポ
ー
ツ
賞
「
功
労
賞
」
の
表
彰
状

が
贈
ら
れ
た
。

　

な
お
、
こ
の
日
の
大
会
に
橋
本
氏
も
「
シ

ニ
ア
男
子
７
部
」
に
出
場
し
、
準
優
勝
を
獲

得
し
た
。

大
木
格
氏
・
雨
宮
さ
ゆ
り
氏

全
空
連
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の

コ
ー
チ
就
任

　

令
和
３
年
度
の
全
日
本
空
手
道
連
盟
（
全

空
連
）
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
形
の
コ
ー
チ

と
し
て
糸
東
会
の
大
木
格
氏
、
雨
宮
さ
ゆ
り

氏
が
任
命
さ
れ
た
。

　

共
に
元
全
空
連
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
で
形

の
日
本
代
表
と
し
て
活
躍
し
て
き
た
こ
と
が

認
め
ら
れ
、
今
回
の
任
命
に
至
っ
た
。

雨宮さゆり
元全空連ナショナルチー
ム、女子個人形日本代表選
手。現在、山梨県 柾友会
所属、山梨県空手道連盟事
務局次長。

大木　格
元全空連ナショナルチー
ム、男子個人形日本代表選
手。現在、山梨県立峡南高
等学校勤務、長谷川空手ス
クール指導員。

埼玉県スポーツ賞「功労賞」受賞の橋本岩樹氏。


